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はじめに リチウムイオンバッテリや有機 EL の

材料は、水分子と反応しやすいため製造工程では

微量水分の管理が必要となる。とりわけロードロ

ック室では外気の混入が生じるため高速な応答

が求められる。本研究では、露点-70℃までを測

定でき、高速かつ低価格に提供可能な USB パル

サーを用いた可搬なボール SAW 水分計の開発に

ついて報告する。 

原理 球の表面に特定の幅で SAW が励振される

と無回折で多重周回し、これにより SAW の減衰

率が高感度に測定できるボール SAW センサに、

感応膜として非晶質シリカを成膜した[1,2]。この

センサは Fig.1 に示すように露点-70℃まで粘弾

性効果に感度がある。 

Fig. 1 Frost point dependence of SAW attenuation 

実験 ロードロック室を模擬する目的で 20 cm

角のアクリルボックスに、乾燥窒素を取り入れる

ポートと排気ポートを設け、高速に開閉できる蓋

を準備した Fig.2 a)。 

Fig. 2  a) Experiment setup for simulating the load 

lock chamber. b) Ball SAW trace moisture sensor unit. 

c) USB Pulsar. d) Block diagram of USB pulsar.[3] 

また、150MHｚの集中定数型のマッチング回路

とボール SAW センサ Fig.2 b)、および温度測定用

のサーミスタを取り付けたセンサユニットをド

ライボックスに設置した。 

結果 ドライボックスに乾燥窒素を 6L/min 流し、

蓋を 0.3秒開けて閉じる開閉実験を行った際の露

点の変化を Fig.3a)に示す。4 回の開閉実験におい

て再現性は高かった。また、ドライダウンに関し

ては 5 分程度かかっていることも分かった。 

次に、乾燥窒素の流量を 5L/min、4L/min と減ら

した実験結果を Fig.3b)に示す。流量が減るに従

い、ベースラインの上昇がみられた。 

Fig. 3 a) Response of frost point due to opening and 

closing of the cover b) Flow rate dependence 

結論 応答が速いボール SAW センサと USB パ

ルサーを用いることで可搬な微量水分計を開発

し、ロードロック室を模擬した実験において水分

管理が必要な現場での適応性を実証した。 
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